
日本の社会制度と海外との違い（米国以外）第 8 回

海外の言語聴覚士とは

資格取得までの違いについて

仕事内容の差異について①

仕事内容の差異について②

海外の団体について

日本の社会制度と海外との違い（主に米国）

第 4 回

第 5 回

第 6 回

第 7 回

第 2 回

メッセージ
日本以外の言語聴覚士はどのような職業なのかを知ってください。
一部英語があります。（基本的に教員が訳していきますので、辞書等は必要ありません。）

教 科 書
〔教科書〕

履修上の
留 意 点

参考図書
〔参考図書〕

評価方法 課題レポートで評価します。

第 3 回

授業回数 授業内容

第 1 回 オリエンテーション

授業概要
学習目標

〔授業概要〕

日本における言語聴覚士という職業は国際的にどのような立場なのか。どのように資格取得
できるのか。その仕事の範疇はどうなのかを知る。また、世界の医療の制度などを学びその
違いを学ぶ。

〔学習目標〕

世界と日本の言語聴覚士の位置づけを説明できる。

担 当
春芳　準朗

教 員 名

単 位 数 1単位

時 間 数 15時間

基礎分野

授 業
国際関係論科 目 名

〖言語聴覚学科〗

授業形態 講義

配当学期 3年（後期）


